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博士に入って描いた作品は、主に線路・電線などの直線を基調とするものが多い。細い線では有るが、
主役とし、直線を狙いに、絵画として感じさせる作品に仕上げている。線路の枕木を楽譜の様に仕上げ、
やや抽象化することによって見る者に想像を掻き立てる。また、画面を痛めつけることによってできる偶
然のワビ・サビの世界。岩絵の具を正しく使うことによる潤いのある画面、また岩絵の具の特性を活かし
た物の見方など、技法的にもある種完成されている。院展にも連続入選を果たし、中には賞候補にも選ば
れた作品もある。 
発表作品「線と軌道」は180㎝×450㎝の大画面を彼独自の色彩によって完成度の高い作品に仕上げてい
る。直線である線路を主題に、写実絵画ながら錆等にインスピレーションを受け、抽象的な表現も取り入
れた作品である。博士課程に入り線路を描いてきた集大成である。他の２点は、錆の基を意識して出来た
作品で、抽象絵画ではあるが、表面的マチエールの面白さだけだはなく、抵抗感があり深みのある世界観
が感じられる作品に仕上げている。 
今後は、直線と彼の中にあるワビ・サビに対する気持ちと、岩絵の具の錆色を武器に、より幅広く挑戦
していって欲しいという希望はあるが、作品と論文の整合性、高い次元で完成された作品群等、博士課程
での勉強は十分に満たしている。よって審査員全員の協議の上、論文並びに研究作品は学位に相応しいと
判断する。 
 
 
